
１　事業報告書１　事業報告書１　事業報告書１　事業報告書
（1） 法人の概要
　①　建学の精神
　　　　　徳・健・財、三拍子そろった姿でルールを守り、世の中のために尽くす人間と
　　　　なるために、勤勉努力する人物を育成する。
　②　教育方針
　　　　　勤勉と責任とを重んじ、自立的精神を養うと共に、明朗にして誠実、常に
　　　　希望の中に幸福を見出し、社会のすべてから「安心」と「尊敬」と信頼」の対象
　　　　となり、信用され得る人物を育成するため仏教を中心とした宗教による教育を
　　　　実施する。
　③　設置する学校
　　　　　清風南海中学校　　　　　　　　　　　　　　　　 生徒定員　　840名
　　　　　清風南海高等学校　全日制課程　普通科　生徒定員　1,080名
　④　役員及び教職員等
　　　　　理事長、専務理事、理事（４名）、監事（２名）、評議員（１３名）、教職員等（１５５名）
　　　　　学校医等（学校医・歯科医・学校薬剤師・産業医）【委嘱】
　⑤　法人の沿革
　　　　　昭和３８年　４月　　　清風学園姉妹校として学校法人清風南海学園を創設
　　　　　昭和5８年　４月　　　中学校を併設開校
　　　　　昭和５８年　４月　　　オーストラリア　ブリスベン・グラマーｽｸｰﾙと姉妹校提携
　　　　　昭和５９年　４月　　　イギリス　ザ・ロイヤル・ウルバーハンプトン・スｸｰﾙと姉妹校提携
　　　　　昭和６０年　４月　　　イギリス　ﾓﾝﾏｽ・ｽｸｰﾙと姉妹校提携
　　　　　昭和６０年１０月　　  フィリピン　カレジオ・デ・サンファン・デ・レトランと姉妹校提携
　　　　　平成　９年　４月　　　中国　北京大学付属中学と姉妹校提携
　　　　　平成１１年　３月　　　校外学舎岬キャンパス新設
　　　　　平成１１年　４月　　　中学校男女共学実施
　　　　　平成１４年　４月　　　高等学校男女共学実施

平成２４年　３月　　　新校舎第1期の完成
平成２５年　３月　　　新校舎第2期の完成
平成２５年　９月　　　テニスコート、クラブ新棟の完成

（2）　学校運営の概要
　①　校地・校舎
　　　位置　　　　　大阪府高石市綾園５丁目７番６４号
　　　　（岬学舎）　大阪府泉南郡岬町淡輪4146番1
　　　校地　　　　　校地面積　 　32,546.52㎡
　　　　　　　　　　　運動場面積　22,590.75㎡
　　　　　　　　　　　校舎面積　　 18,521.97㎡
　②　教育課程
　　　　　中学校（50分授業）　
　　　　　　　教科　　国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭、外国語、
　　　　　　　　　　　　道徳、特別活動、その他選択教科及び総合的学習
　　　　　高等学校（50分授業）
　　　　　　　教科　　国語、地理歴史、公民、数学、理科、保健体育、芸術、外国語、家庭、
　　　　　　　　　　　　情報、総合的学習、特活
　③　図書館　　　蔵書冊数　45,012冊
　　　　　　　　　
（3）　卒業後の進路状況
　　　　中学　平成27年度卒業者数　269名　清風南海高等学校へ進学した数　261名
　　　　高校　平成27年度卒業者数　328名　大学進学者数　198名

（4）　大学合格状況
　　　　国公立大学　　　　　　　　 　　　　 現役　　　162名 　過年度生   112名
　　　　 うち、東大・京大・国公立医学部 現役　　　  36名　 過年度生 　  29名

参考 現役 過年度生 計

東大 4 0 4
京大 16 8 24
国公立
医‐医 16 21 37

合計 36 29 65

（5）　平成2７年度の新規事業（新たな取り組み）



         文部科学省から、内定に続いて、正式に平成２７年度「ＳＧＨ（スーパー・グローバル
    ・ハイスクール）」５６校の１校として指定（期間：５年）を受け、
     総合企画部SGH担当教員を中心にグローバルコースでの、アクティブラーニング
   （生徒の積極的な参加による授業形態）やさまざま事象を未来予測
   （シナリオ・プランニング）する能力を身につけるためのPESTゼミなど
    新しい形態での授業を展開した。

２ 平成2７年度　財務状況２ 平成2７年度　財務状況２ 平成2７年度　財務状況２ 平成2７年度　財務状況
（１）  消費収支計算書について
　収入の部

① 学生生徒等納付金が１２億１９５４万６千円で前年度に比べて１８６１万５千円
増加した。

② 入学検定料等の手数料が４１２４万３千円で前年度に比べて２１０万２千円の増
これは、受験申し込み者が９２名増加したことによる。

③ 大阪府の経常経費補助金等の補助金が６億５３５５万８千円で２８０万９千円の増。
これは、ＳＧＨの指定に伴い、新たに国庫補助金が９９８万４千円支給されたこ
とが主な要因である。

④ 通学バス等の事業収入が４３８０万８千円 で、帰属収入合計が１９億９５１０万２千円
⑤ これに、私立学校法に定められている基本金組入れ額２億１５８４万５千円を

差し引いた消費収入の部の合計は、１７億７９２５万７千円となる。
　支出の部

① 教員等の人件費が１２億４３１０万８千円　で昨年度比４４６５万９千円の減
これは、退職金にかかる経費が大幅に減少したことが主な要因となっている。

② 教育研究費の経費が３億２７２４万８千円で昨年度比１２７万１千円の減となっている。
③ 管理的経費の額が７９５７万円４千円で昨年度比１４万１千円の減となっている。

支出合計は１６億６６４１万４千円 となり、この結果、今年度も収入が超過し、その超過
額は、１億１２８４万４千円で、前年度の消費支出超過額等を加えた翌年度繰越消費支
出超過額は、１０億８１３８万９千円となっている。

（２）貸借対照表について
資産の部、固定資産及び流動資産を合わせて、５４億９８６１万３千円で
負債の部　固定負債及び流動負債を合わせて、１７億４３７３万円

また、基本金は、合計４８億３６２７万２千円で、消費収支差額の合計、マイナス１０億８１
３８万９千円で、負債の部、基本金の部、消費収支差額の部合計をあわせると、資産の
部と同額になる。

３ 平成2７年度　収支計算書３ 平成2７年度　収支計算書３ 平成2７年度　収支計算書３ 平成2７年度　収支計算書
（1）平成27年度　資金収支計算書（H27.4.1からH28.3.31まで）

 

学生生徒納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金

（2）平成27年度　資金収支内訳書（H27.4.1からH28.3.31まで）

（単位：千円）

計

施設関係支出
設備関係支出

154
145,875

△ 22,374
796,423

2,675,218

科目

人件費支出
教育研究費支出
管理経費支出

資産運用支出
その他の支出
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金

計

金額

1,252,337
197,597
68,052
16,459

129,950
25,709
65,035

収入の部

科目 金額

653,558
14,635

10
43,808

2,675,218

1,219,546
41,243
20,420

29,106
0

266,420
91,722

△ 299,406
594,157

支出の部

借入金等利息支出
借入金等返済支出



学生生徒納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金等収入

（単位：千円）

8,511 20,595

727,267計

施設関係支出
設備関係支出

高等学校

70,257
14,375
40,846

1,014,532

1,126,704

723,767
124,868
31,523
8,895

482,526
7,896

5
17,833

0
計

科目

支出の部

中学校

515,230
72,729
36,529
7,563

科目

人件費支出
教育研究費支出
管理経費支出
借入金等利息支出

中学校

643,680
30,342
9,338

171,032
6,739

5
25,975

0
895,621

収入の部

高等学校

575,866
10,901
11,082

59,693
11,333
24,189

借入金等返済支出



（3）平成27年度　消費収支計算書（H27.4.1からH28.3.31まで）
 

学生生徒納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額

（4）平成27年度　消費収支内訳書（H27.4.1からH28.3.31まで）

学生生徒納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額

（単位：千円）

（単位：千円）

徴収不能引当金繰入額 0 0
徴収不能額 0 0

計 702,752 950,321

管理経費 41,532 38,042
借入金等利息

1,203
1,107,313

7,563 8,895
資産処分差額 11 13

支出の部

科目 中学校 高等学校

人件費 523,208 706,560
教育研究費 130,437 196,811

計

16,459
25
0
0

1,666,414

科目

人件費
教育研究費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能引当金繰入額

1,219,546
41,243
20,420

収入の部

収入の部

科目 中学校 高等学校

徴収不能額
計

計 1,779,257

653,558
14,635

10
43,808
1,882

1,995,102
△ 215,845

科目 金額

643,680 575,866

6,739 7,896
5 5

25,975 17,833

△99,289 △ 116,556
788,501 990,756

679
887,789

支出の部

金額

1,243,108
327,248
79,574

30,342 10,901
9,338 11,082

171,032 482,526



４ 貸借対照表（平成28年3月31日）４ 貸借対照表（平成28年3月31日）４ 貸借対照表（平成28年3月31日）４ 貸借対照表（平成28年3月31日）
 学校法人　清風南海学園

固定資産
流動資産
資産の部合計

５ 財産目録（平成28年3月31日）５ 財産目録（平成28年3月31日）５ 財産目録（平成28年3月31日）５ 財産目録（平成28年3月31日）
 学校法人　清風南海学園

固定資産
　　有形固定資産
　　　土地
　　　建物
　　　構築物
　　　その他
　　その他の固定資産
流動資産
　　現預金
　　その他

６　監査報告書６　監査報告書６　監査報告書６　監査報告書

平成28年5月26日
学校法人　清風南海学園
理事会・評議員会　様

学校法人　清風南海学園
監事　松本　紀雄
監事　野口　雅彦

　私たちは、学校法人清風南海学園の監事として、私立学校法第３７条第３項及び寄付
行為第１５条の規定に基づいて同学園の平成27年度（平成27年4月1日から平成28年3月
月31日まで）における財産目録及び計算書類（資金収支計算書、消費収支計算書、貸借
対照表、附属明細表）並びに理事の業務執行状況について監査を行いました。
　監査の結果、私たちは上記の計算書類は学校法人会計基準（文部省令第１３号）に準
拠しており、平成28年3月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する会計年度の
経営状態を適正に表示しているものと認めました。また、理事の業務執行状況に関する
不正の行為又は法令若しくは寄付行為に違反する事実のないことを確認しました。

　　以上

資産の部合計

（単位：千円）

（単位：千円）

科目

科目

18,968
266,420
43,587

1,743,730

科目

固定負債
　長期借入金
　その他
流動負債
　短期借入金
　未払金
　前受金
　その他

負債の部合計

負債の部

金額

1,284,804
911,820
372,984
458,926
129,950

負債の部

金額

1,284,804
458,926

1,743,730
4,836,272

△1,081,389
5,498,613

科目

固定負債
流動負債
負債の部合計
基本金
翌年度繰越消費支出超過額

負債、基本金及び消費収支差額の部合計

5,498,613

216,264
729,128

1,150,682
796,423
354,259

4,347,931
3,618,803

716,508
2,629,956

56,075

金額

4,347,931
1,150,682
5,498,613

金額

資産の部

資産の部


